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講習会テキストダイジェスト版 

 

【お願い】出典資料を使用する場合は、出典元の関係団体等の承諾を得てください。 

 

3. 建設廃棄物の取り扱い 

3-1  関係者の役割と責務 

(1) 建設工事における排出事業者には、元請業者が該当します。 

(2) 排出事業者は、産業廃棄物を自ら処理（保管、運搬、処分）する場合は、処理基準を遵守しなければなりま

せん。  

(3) 排出事業者は、産業廃棄物の処理を他人に委託する場合は、処理業者と委託契約を締結し、マニフェストを

交付しなければなりません。 

(4) 発注者、下請業者などの関係者は、元請業者が処理責任を果たせるよう、それぞれの立場に応じた責務を果

たさなければなりません。 

 

【 解   説 】 

(1) 建設工事から生じる産業廃棄物の取り扱い  

建設工事から生じる廃棄物の取り扱いについて、環境省は県政令市宛てに「建設廃棄物処理指針（平成 22 年度

版）」を通知しています。従って、建設業者は県政令市の指導に従って、適正に処理しなければなりません。 

※具体的には県政令市それぞれの指導内容に従ってください。 

 

(2) 元請業者の責務と役割 

建設工事（解体工事などを含む）から生じる産業廃棄物については、元請業者が「排出事業者」として処理責任

を負うことになります。従って、下請業者が運搬する場合は収集運搬業の許可を取得し、元請業者と委託契約を

締結しなければなりません。 

※従来、通知（建設廃棄物処理指針）等により、元請業者が処理責任を負うことと指導されていましたが、法改

正により元請業者の役割が法に定められたところです。（法第 21条の 3） 

 

（環境省）建設工事から生ずる廃棄物の適正処理について（通知）

http://www.env.go.jp/recycle/waste_law/kaisei2010/attach/no110329004.pdf 

 

【質問コーナー】 

●新築工事の前の解体工事については、下請業者の解体工事業者に一括して請け負わせているのですが、この

工事から生じた産業廃棄物はどのように取り扱えばよいのですか？ 

○元請業者が委託契約を締結し、マニフェストを交付しなければなりません。 

 

(3) 小規模な修繕工事等における下請業者による運搬（法第 21条の 3第 3項） 

下請業者は（収集運搬業の許可なく）、産業廃棄物を運搬できないことになりますが、法改正により、小規模な維

持修繕工事等においては以下の条件のもとに下請負人が（収集運搬業の許可なく）自ら運搬できるという例外規

定が設けられています。（法第 21条の 3、第 3項） 

 

・対象工事：500万円以下の維持修繕工事（新築、増築、解体を除く）、500万円以下相当の瑕疵工事 

・対象廃棄物：１回の運搬が１m３以下 （2m×0,1m×1mのドアなどを含む） 

・特別管理産業廃棄物（廃石綿等）を除く。 

・運搬途中に保管を行わないこと。 

・運搬先：同一県内または隣接する県内の元請業者（の使用権限を有する）の指定する場所 

：元請業者の他現場、資材置場、営業所等の置場 

：元請業者が第三者（当該下請負人、中間処理業者を含む）から貸借する置場 

：元請業者が委託契約をした処理業者の施設（積替保管場を含む） 

・携行書面：必要事項（廃棄物の種類等）を記載した別紙（環境省通知に示す別記様式）と、この規定に基づ

く運搬である旨を記載した請負契約書の写し  

http://www.env.go.jp/recycle/waste_law/kaisei2010/attach/no110329004.pdf
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3-2  建設廃棄物の種類 

(1) 建設工事に伴って生じる廃棄物（建設廃棄物）には、工事現場から排出される廃棄物と、現場事務所等から排

出される廃棄物があります。 

(2) 地下鉄工事などの掘削工事に伴って排出される掘削物等のうち、含水率が高く粒子が微細な泥状のものは、産

業廃棄物の汚泥（建設汚泥）として取り扱われます。 

(3) 建設工事に伴って発生する伐採材・根株は、産業廃棄物の木くずとして取り扱われます。 

 

【 解   説 】 

(1) 建設廃棄物の種類 

建設廃棄物処理指針に示す主な建設廃棄物の種類は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設廃棄物の種類と品目例 
(出典：建設廃棄物処理指針) 
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氏名

(名称)

連絡先

産業廃棄物保管場所

廃棄物の種類

管
理
者

保管の高さ

（屋外で容 器を

用いない場合）

3-3  自ら処理と委託処理 

3-3-1 自ら処理 

産業廃棄物を自ら処理（保管、運搬、処分）する場合は、処理基準を遵守しなければなりません。  

 

【 解   説 】 

(1) 産業廃棄物の保管 

 

①工事現場内における産業廃棄物の保管 

発生した現場内での保管について保管基準が定められています。 

・周囲に囲いを設けること。 

・縦横 60cm以上の掲示版を設け、次の事項を表示すること。 

・産業廃棄物の保管の場所である旨 

・産業廃棄物の種類 

・管理者の氏名または名称および連絡先 

・屋外において容器を用いずに保管する場合は、積み上げ 

ることができる高さ 

※その他、屋外に保管する場合の勾配（50％以下）などが定め 

られています。（詳細：建設廃棄物処理指針） 

 

② 工事現場外における産業廃棄物の保管 

工事現場内における保管と同様に、表示板、囲いなどが必要

となります。また、現場外に 300m２以上の面積で、工事から

生じた産業廃棄物を保管する場合は、事前の届出が義務づけ

られています。 

 (■資料 3 産業廃棄物場外保管届出書)  

※ 保管の上限とは、以下のとおりです。 

収集運搬における積替えのための保管である場合：7日分の 

搬出量を超えない量 

なお、自治体によっては「最大保管量」と例示している 

場合があります。 

※罰則：保管の届出義務違反（建設工事における場外保管） 

                        
(2) 産業廃棄物の運搬 

排出事業者が自ら運搬する場合、収集運搬業者が運搬する場合について、以下の基準が定められています。 

 

① 排出事業者による「自ら運搬」 

ａ）車体の両側面への表示 

産業廃棄物の運搬車である旨／氏名または名称 

ｂ）運搬車への書面の携帯 

氏名または名称、住所／産業廃棄物の種類、数量／積載日／ 

積載地の名称,所在地,連絡先／運搬先の名称,所在地,連絡先 

※排出事業者が自ら運搬して中間処理施設まで運搬する場合、自ら運搬の携行書面として、マニフェストが

多く用いられています。 

 

② 収集運搬業者による運搬 

ａ）車体の両側面への表示 

産業廃棄物の運搬車である旨／許可業者の名称／統一許可番号（下 6けた） 

※統一許可番号(■資料 2処理業者の許可番号と県政令市の一覧) 

ｂ）運搬車への書面の携帯 

収集運搬業者の許可証の写し／マニフェスト 

  

保管場所表示板の例（縦横60cm以上） 

 
保管場所表示板の例（縦横60cm以上） 
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（出典：産業廃棄物収集運搬車への表示・書面備え付け義務について（パンフレット・Ｑ＆Ａ集）、環境省） 

http://www.env.go.jp/recycle/waste/pamph/index.html 

 

(3) 産業廃棄物の処分 

①産業廃棄物処理施設の設置許可 

下表に定める「産業廃棄物処理施設」を設置する場合は、県政令市の設置許可が必要となります。。 

・建設汚泥を現場内および現場外において脱水する場合、フィルタープレスなどの脱水設備の能力が 10m３／日

を超える場合は、事前に県政令市に設置許可を申請しなければなりません。 

・がれき類（コンクリート、アスコン）または木くず（伐採材、抜根など）を破砕するために、排出事業者が自

ら移動式破砕機を設置する場合、破砕機の能力が 5ｔ／日を超える場合であっても、設置許可は不要となって

います。（令付則、政令 493号） 

                    設置許可を要する産業廃棄物処理施設（法 15条、令 7条） 

令第7条 処理施設名 規模（いずれかに該当） 

第1号 汚泥の脱水施設 処理能力：10m３/日を超える 

第2号 汚泥の乾燥施設 処理能力：10m３/日を超える   (天日乾燥は100m３/日） 

略 

第8号の2 木くず又はがれき類の破砕施設 処理能力：5t／日を超える 

略 

 

②工事現場外における中間処理 

法改正により、工事現場外で中間処理を行う場合は、以下のような設置許可を必要としない施設であって

も、処理実績等を記載した帳簿の備え付けが必要となっています。 

a)設置許可を必要としない施設の例 

がれき類（ｺﾝｸﾘｰﾄ、ｱｽｺﾝ）、木くず（伐採材を含む）の移動式破砕機 

がれき類、木くずの定置式破砕機（５トン／日以下）、建設汚泥の脱水機（10m３／日以下） 

 b)帳簿への記載内容 

・産業廃棄物を生じた現場の名称、所在地、運搬の年月日、運搬方法、運搬量 

・現場外の処分を行う場所の名称、所在地、処分の年月日、処分方法、処分量 

・処分後の廃棄物の持出先ごとの持出量 

 

建設現場従事者の 産業廃棄物・汚染土壌排出管理者講習会 のご案内 

 
【お問い合せ先】 （公財）産業廃棄物処理事業振興財団 講習会事務局 ０３－４３５５－０１５５ 

 

■講習会のホームページ https://www.sanpainet.or.jp/service03.php?id=18 

http://www.env.go.jp/recycle/waste/pamph/index.html
https://www.sanpainet.or.jp/service03.php?id=18

